
(57)【要約】

【課題】本発明は、アルミフレームを構造物として組立

てるためのコーナー継手に関し、連結部の強度を高める

ことができ、かつキャップも不要な新規な継手を提供す

ることを目的とする。

【解決手段】コーナー継手１２は基板１８と、基板１８

から一体に直交するように延びる直立板状嵌合部２０と

、直立板状嵌合部２０の貫通ねじ孔２０Ａに螺合された

六角孔付ボルト２２と、基板１８と並行に基板１８の端

面より一体に延びる平行板状嵌合部２４と、平行板状嵌

合部２４の貫通ねじ孔２４Ａに螺合された六角孔付ボル

ト２６とから構成される。板状嵌合部20, 24は直交して

配置されるそれぞれのアルミフレームの保持溝に嵌合さ

れ、六角孔付ボルト22, 26を保持溝の対向底面に締結す

る。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 側 に 開 口 し た 保 持 溝 を 長 手 方 向 全 長 に 沿 っ て 四 面 の 各 々 に 形 成 し た 矩 形 断 面 の 金 属 フ
レ ー ム 同 士 を 連 結 す る た め の コ ー ナ ー 継 手 で あ っ て 、 連 結 す べ き 金 属 フ レ ー ム の 一 方 の 端
面 に 当 接 さ れ る 基 板 と 、 基 板 か ら 実 質 的 に 直 交 す る よ う に 延 び 、 基 板 と 端 面 が 当 接 す る 前
記 一 方 の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 長 手 方 向 摺 動 自 在 に 嵌 合 さ れ る 第 １ の 嵌 合 部 と
、 該 第 １ の 嵌 合 部 を 保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着 す る 第 １ の 螺 合 部 材 と 、 基 板 と 実 質 的 に 並 行 に
延 び 、 他 方 の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 長 手 方 向 摺 動 自 在 に 嵌 合 さ れ る 第 ２ の 嵌 合
部 と 、 該 第 ２ の 嵌 合 部 を 保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着 す る 第 ２ の 螺 合 部 材 と を 具 備 し た コ ー ナ ー
継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 基 板 は 金 属 フ レ ー ム の 横 断 面 輪 郭 形 状 と 対 応 し た
矩 形 断 面 形 状 を な し て い る コ ー ナ ー 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
　 外 側 に 開 口 し た 保 持 溝 を 長 手 方 向 全 長 に 沿 っ て 四 面 の 各 々 に 形 成 し た 矩 形 断 面 の 第 １ 及
び 第 ２ の 金 属 フ レ ー ム を コ ー ナ ー 継 手 に よ り 直 交 連 結 し て な る 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 に お い
て 、 各 コ ー ナ ー 継 手 は 基 板 と 、 基 板 か ら 実 質 的 に 直 交 す る よ う に 延 び 、 金 属 フ レ ー ム の 保
持 溝 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 可 能 な 第 １ の 嵌 合 部 と 、 基 板 と 実 質 的 に 並 行 に 延 び 、 金 属 フ レ ー ム
の 保 持 溝 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 可 能 な 第 ２ の 嵌 合 部 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 基 板 は 第 １ の 金 属 フ
レ ー ム の 端 面 に 当 接 さ れ 、 第 １ の 嵌 合 部 は 第 １ の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ
れ る と 共 に 第 １ の 螺 合 部 材 に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着 せ し め ら れ 、 第 ２ の 嵌 合 部 は 対 向
す る 第 ２ の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ れ る と 共 に 第 ２ の 螺 合 部 材 に よ り 保 持
溝 の 対 抗 面 せ し め ら れ た 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 金 属 フ レ ー ム の 保 持 溝 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 可 能 な 第 １ の
嵌 合 部 と 、 第 １ の 腕 部 か ら 実 質 的 に 直 交 し て 一 体 に 延 び 金 属 フ レ ー ム の 保 持 溝 に 摺 動 自 在
に 嵌 合 可 能 な 第 ２ の 腕 部 と を 具 備 し た ア ン グ ル 状 継 手 を 備 え 、 前 記 ア ン グ ル 状 継 手 の 第 １
の 腕 部 は 第 １ の 金 属 フ レ ー ム の 内 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ れ る と 共 に 第 ３ の 螺 合 部 材 に よ り
保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着 せ し め ら れ 、 前 記 ア ン グ ル 状 継 手 の 第 ２ の 腕 部 は 対 向 す る 第 ２ の 金
属 フ レ ー ム の 内 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ れ る と 共 に 第 ４ の 螺 合 部 材 に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 せ
し め ら れ た 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ 若 し く は ４ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 コ ー ナ ー 継 手 の 基 板 は 第 １ の 金 属 フ レ
ー ム と 正 対 位 置 す る と 共 に 、 第 ２ の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 と 実 質 的 に 面 一 と さ れ た 金 属 フ レ
ー ム 組 立 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 金 属 フ レ ー ム 、 特 に 、 ア ル ミ ニ ュ ー ム や ア ル ミ ニ ュ ー ム 合 金 の 押 出 材 で あ
る 所 謂 ア ル ミ フ レ ー ム を 構 造 物 と し て 組 立 て る た め の コ ー ナ ー 継 手 及 び そ の よ う な コ ー ナ
ー 継 手 に よ り 組 立 て ら れ た 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア ル ミ ニ ュ ー ム や ア ル ミ ニ ュ ー ム 合 金 の 押 出 材 で あ る ア ル ミ フ レ ー ム を コ ー ナ ー 継 手 に
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よ っ て 構 成 さ れ た 組 立 体 は FA(Factory Automation)シ ス テ ム 等 の 各 種 の 用 途 の た め の フ レ
ー ム 構 造 体 と し て 広 く 使 用 さ れ て い る 。 こ の 種 の ア ル ミ フ レ ー ム は 横 断 面 が 正 方 形 の 輪 郭
形 状 を 呈 し 、 四 面 の 各 々 に は 外 側 に 開 口 し た 保 持 溝 が 長 手 方 向 の 全 長 に わ た り 延 設 さ れ る
。 ア ル ミ フ レ ー ム を 直 交 連 結 す る た め 継 手 と し て は 、 大 抵 は ア ン グ ル 継 手 が 使 用 さ れ る 。
ア ン グ ル 継 手 は ９ ０ 度 曲 折 さ れ た 一 対 の 腕 部 を 備 え て お り 、 隣 接 し た 一 対 の ア ル ミ フ レ ー
ム の 直 交 連 結 の た め に 、 ア ン グ ル 継 手 の 一 対 の 腕 部 の 一 方 が 一 対 の ア ル ミ フ レ ー ム の う ち
の 一 方 の ア ル ミ フ レ ー ム の 保 持 溝 に 挿 入 さ れ 、 六 角 孔 付 ボ ル ト に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 に 締
結 さ れ 、 腕 部 の 他 方 が 他 方 の ア ル ミ フ レ ー ム の 保 持 溝 に 挿 入 さ れ 、 同 様 に 六 角 孔 付 ボ ル ト
に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 に 締 結 さ れ る 。 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ９ ５ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 に お け る ア ン グ ル 継 手 に よ る 一 対 の ア ル ミ フ レ ー ム の 連 結 は ア ン グ ル 継 手 の 腕
部 を 夫 々 の ア ル ミ フ レ ー ム の 保 持 溝 に 挿 入 締 結 し て い る の み で あ る た め 、 接 合 強 度 の 面 で
は 不 十 分 と な る 懸 念 が あ っ た 。 ま た 、 一 対 の ア ル ミ フ レ ー ム の 相 互 に 隣 接 し た “ 内 周 側 の
” 保 持 溝 に ア ン グ ル 継 手 の 夫 々 の 腕 部 を 挿 入 す る 方 式 で あ る た め 、 直 交 連 結 後 の 一 対 の ア
ル ミ フ レ ー ム の う ち の 一 方 の ア ル ミ フ レ ー ム は 端 面 が 必 ず 開 放 さ れ る 構 造 と な る 。 そ の た
め 、 外 観 上 の 見 栄 え を よ く す る た め ア ル ミ フ レ ー ム の 開 口 端 面 に プ ラ ス チ ッ ク キ ャ ッ プ を
装 着 す る 必 要 が あ り 、 部 品 点 が 増 え 、 そ の 分 コ ス ト が 嵩 ん で し ま っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 は 以 上 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 連 結 部 の 強 度 を 高 め る こ と が で
き 、 か つ キ ャ ッ プ も 不 要 な 新 規 な 継 手 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 外 側 に 開 口 し た 保 持 溝 を 長 手 方 向 全 長 に 沿 っ て 四 面 の
各 々 に 形 成 し た 矩 形 断 面 の 金 属 フ レ ー ム 同 士 を 連 結 す る た め の コ ー ナ ー 継 手 で あ っ て 、 連
結 す べ き 金 属 フ レ ー ム の 一 方 の 端 面 に 当 接 さ れ る 基 板 と 、 基 板 か ら 実 質 的 に 直 交 す る よ う
に 延 び 、 基 板 と 端 面 が 当 接 す る 前 記 一 方 の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 長 手 方 向 摺 動
自 在 に 嵌 合 さ れ る 第 １ の 嵌 合 部 と 、 該 第 １ の 嵌 合 部 を 保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着 す る 第 １ の 螺
合 部 材 と 、 基 板 と 実 質 的 に 並 行 に 延 び 、 他 方 の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 長 手 方 向
摺 動 自 在 に 嵌 合 さ れ る 第 ２ の 嵌 合 部 と 、 該 第 ２ の 嵌 合 部 を 保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着 す る 第 ２
の 螺 合 部 材 と を 具 備 し た コ ー ナ ー 継 手 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 基 板 は 金 属 フ レ
ー ム の 横 断 面 輪 郭 形 状 と 対 応 し た 矩 形 断 面 形 状 を な し て い る コ ー ナ ー 継 手 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 外 側 に 開 口 し た 保 持 溝 を 長 手 方 向 全 長 に 沿 っ て 四 面 の
各 々 に 形 成 し た 矩 形 断 面 の 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 フ レ ー ム を コ ー ナ ー 継 手 に よ り 直 交 連 結 し
て な る 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 に お い て 、 各 コ ー ナ ー 継 手 は 基 板 と 、 基 板 か ら 実 施 的 に 直 交 す
る よ う に 延 び 、 金 属 フ レ ー ム の 保 持 溝 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 可 能 な 第 １ の 嵌 合 部 と 、 基 板 と 実
質 的 に 並 行 に 延 び 、 金 属 フ レ ー ム の 保 持 溝 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 可 能 な 第 ２ の 嵌 合 部 と か ら 構
成 さ れ 、 前 記 基 板 は 第 １ の 金 属 フ レ ー ム の 端 面 に 当 接 さ れ 、 第 １ の 嵌 合 部 は 第 １ の 金 属 フ
レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ れ る と 共 に 第 １ の 螺 合 部 材 に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着
せ し め ら れ 、 第 ２ の 嵌 合 部 は 対 向 す る 第 ２ の 金 属 フ レ ー ム の 外 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ れ る
と 共 に 第 ２ の 螺 合 部 材 に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 せ し め ら れ た 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 が 提 供 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 金 属 フ レ ー ム の 保 持
溝 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 可 能 な 第 １ の 嵌 合 部 と 、 第 １ の 腕 部 か ら 実 質 的 に 直 交 し て 一 体 に 延 び
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金 属 フ レ ー ム の 保 持 溝 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 可 能 な 第 ２ の 腕 部 と を 具 備 し た ア ン グ ル 状 継 手 を
備 え 、 前 記 ア ン グ ル 状 継 手 の 第 １ の 腕 部 は 第 １ の 金 属 フ レ ー ム の 内 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ
れ る と 共 に 第 ３ の 螺 合 部 材 に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 に 止 着 せ し め ら れ 、 前 記 ア ン グ ル 状 継 手
の 第 ２ の 腕 部 は 対 向 す る 第 ２ の 金 属 フ レ ー ム の 内 面 側 の 保 持 溝 に 嵌 合 さ れ る と 共 に 第 ４ の
螺 合 部 材 に よ り 保 持 溝 の 対 抗 面 せ し め ら れ た 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ 若 し く は ４ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 コ ー
ナ ー 継 手 の 基 板 は 第 １ の 金 属 フ レ ー ム と 正 対 位 置 す る と 共 に 、 第 ２ の 金 属 フ レ ー ム の 外 面
と 実 質 的 に 面 一 と さ れ た 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 基 板 か ら の 延 び る 第 １ の 嵌 合 部 と 第 ２ の 嵌 合 部 と を 使 用 す る こ と に
よ り 金 属 フ レ ー ム の 直 交 連 結 が 得 ら れ 、 作 業 性 は 著 し く 改 善 さ れ 、 フ レ ー ム 端 面 に 存 在 す
る 基 板 に よ り 連 結 構 造 の 補 強 を 達 成 さ れ 、 か つ 基 板 に よ り 従 来 必 要 で あ っ た キ ャ ッ プ を 省
略 で き 、 金 属 フ レ ー ム の コ ス ト 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 板 を 金 属 フ レ ー ム の 横 断 面 輪 郭 形 状 に 対 応 し た 矩 形 断 面 形 状 と す る こ と に よ り 、 金 属
フ レ ー ム の 開 口 端 面 が 完 全 閉 鎖 さ れ 、 組 立 後 の 構 造 体 の 美 観 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ ー ナ ー 継 手 に 加 え て ア ン グ ル 状 継 手 を 併 用 す る こ と に よ り 金 属 フ レ ー ム 組 立 体 を よ り
強 固 な 構 造 の も の と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 １ ０ は ア ル ミ フ レ ー ム （ こ の 発 明 の 金 属 フ レ ー ム ） で あ り 、 図 １ で は 一
対 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ を こ の 発 明 の コ ー ナ ー 継 手 １ ２ 及 び ア ン グ ル 状 継 手 １ ３ に よ っ て
直 交 連 結 す る 場 合 を 図 示 す る も の で あ る 。 ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ は 、 ア ル ミ ニ ュ ー ム 若 し く
は ア ル ミ ニ ュ ー ム 合 金 の 押 出 し に よ り 形 成 さ れ 、 図 ２ に 示 す よ う に 横 断 面 が 実 質 的 に 正 方
形 の 輪 郭 形 状 を な し て お り 、 そ の ４ 面 の 各 々 に お い て 外 部 に 開 口 し た 保 持 溝 １ ４ を 形 成 し
て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 保 持 溝 １ ４ は ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 全 長 に わ た っ て 長 手 方 向 に
延 設 さ れ て い る 。 各 保 持 溝 １ ４ は 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 図 ２ に 示 す よ う に 袋 状 に 形 成
さ れ 、 幅 の 狭 い 入 口 部 14-1と 、 入 口 部 14-1よ り 広 幅 の 中 間 部 14-2と 、 底 面 １ ４ Ａ に 向 け て
先 細 の 底 部 14-3と か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 、 ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 軽 量 化 の た め 中 心 部 及 び
四 隅 に 貫 通 孔 16, 17を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に コ ー ナ ー 継 手 １ ２ は ス テ ン レ ス 焼 結 な ど に よ り 製 造 さ れ 、 基 板 １ ８ （
ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 断 面 （ 図 ２ ） の 実 質 的 矩 形 の 輪 郭 形 状 と 同 一 の 形 状 を 有 し て い る ）
と 、 基 板 １ ８ か ら 一 体 に 直 交 す る よ う に 延 び る 直 立 板 状 嵌 合 部 ２ ０ （ こ の 発 明 の 第 １ の 嵌
合 部 ） と 、 直 立 板 状 嵌 合 部 ２ ０ の 貫 通 ね じ 孔 ２ ０ Ａ （ 図 ５ ） に 螺 合 さ れ た 六 角 孔 付 ボ ル ト
２ ２ （ こ の 発 明 の 第 １ の 螺 合 部 材 ） と 、 基 板 １ ８ と 並 行 に 基 板 １ ８ の 端 面 よ り 一 体 に 延 び
る 平 行 板 状 嵌 合 部 ２ ４ （ こ の 発 明 の 第 ２ の 嵌 合 部 ） と 、 平 行 板 状 嵌 合 部 ２ ４ の 貫 通 ね じ 孔
２ ４ Ａ （ 図 ５ ） に 螺 合 さ れ た 六 角 孔 付 ボ ル ト ２ ６ （ こ の 発 明 の 第 ２ の 螺 合 部 材 ） と か ら 構
成 さ れ る 。 ま た 、 ア ン グ ル 状 継 手 １ ３ は 相 互 に 直 交 す る 腕 部 28, 30（ こ の 発 明 に お け る ア
ン グ ル 状 継 手 の 第 １ 及 び 第 ２ の 腕 部 ） と 、 腕 部 28, 30の 貫 通 ね じ 孔 28A, 30A（ 図 ５ ） に 螺
合 さ れ る 六 角 孔 付 ボ ル ト 32, 34（ こ の 発 明 の 第 ３ 及 び 第 ４ の 螺 合 部 材 ） と か ら 構 成 さ れ る
。 板 状 嵌 合 部 20, 24及 び 腕 部 28, 30の 横 幅 は 、 ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 保 持 溝 １ ４ の 中 間 部
14-2に 実 質 的 に ガ タ 無 く し か し ス ム ー ズ な 摺 動 自 在 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す ア ル ミ フ レ ー ム 構 造 体 の 組 み 立 て 手 順 を 説 明 す る と 、 コ ー ナ ー 継 手 １ ２ の 直
立 板 状 嵌 合 部 ２ ０ を 図 １ 及 び 図 ４ に お い て 直 立 状 態 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 外 側 の 保 持 溝
１ ４ に 基 板 １ ８ が ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 端 部 に 面 対 面 の 当 接 状 態 に 至 る ま で 挿 入 す る 。 こ
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の 挿 入 状 態 は 図 ４ に お い て 縦 断 面 に て 示 さ れ 、 ボ ル ト ２ ２ を 締 結 す る こ と に よ り 、 ボ ル ト
２ ２ の 先 端 は 保 持 溝 １ ４ の 対 向 底 面 １ ４ Ａ に 押 し 付 け ら れ 、 他 方 、 コ ー ナ ー 継 手 １ ２ の 直
立 板 状 嵌 合 部 ２ ０ は 袋 状 溝 １ ４ の 対 向 壁 面 に 押 し 付 け ら れ 、 コ ー ナ ー 継 手 １ ２ を ア ル ミ フ
レ ー ム １ ０ に 止 着 す る こ と が で き る 。 他 方 、 ア ン グ ル 状 継 手 １ ３ の 腕 部 ２ ８ は 図 １ 及 び 図
４ で 直 立 し た ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 内 側 の 保 持 溝 １ ４ に 挿 入 さ れ 、 ボ ル ト ３ ２ を 軽 く 締 結
す る こ と に よ り 、 ア ン グ ル 状 継 手 １ ３ は ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ に 仮 止 め さ れ る 。 そ し て 、 図
１ 及 び 図 ４ で 水 平 状 態 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 下 側 保 持 溝 １ ４ は コ ー ナ ー 継 手 １ ２ の 水 平
な 板 状 嵌 合 部 ２ ４ に 挿 入 さ れ る と 同 時 に 、 ア ン グ ル 状 継 手 １ ３ の 水 平 な 腕 部 ３ ０ は 水 平 な
ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 上 側 保 持 溝 １ ４ に 挿 入 さ れ 、 水 平 状 態 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ は そ の
端 面 が 直 立 状 態 の ア ル ミ フ レ ー ム の 側 面 に 当 接 せ し め ら れ た 状 態 に 至 る 。 そ し て 、 六 角 孔
付 ボ ル ト 26, 30が 締 め 付 け ら れ 、 ボ ル ト ３ ２ の 本 締 め も 行 わ れ 、 ２ 本 の ア ル ミ フ レ ー ム １
０ の 強 固 な 直 交 連 結 状 態 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 嵌 合 部 20, 24及 び 腕 部 30, 32の 形 状 と し て は 平 板 状 の 代 わ り に 図 ３ の 破 線 24,24"の よ う
に 突 部 を 設 け る よ う に し て 断 面 形 状 を 保 持 溝 １ ４ と 相 補 的 形 状 に よ り 近 く な る よ う に し て
、 よ り 緊 密 な 嵌 合 状 態 が 得 ら れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 形 態 の コ ー ナ ー 継 手 １ ２ は 基 板 １ ８ を 一 方 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ に 当 接
さ せ つ つ 、 基 板 １ ８ か ら 一 体 に 延 設 さ れ る 板 状 嵌 合 部 20, 24を 夫 々 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０
の 保 持 溝 １ ４ に 挿 入 す る 構 造 と な っ て お り 、 従 来 よ り 強 固 な 連 結 状 態 を 得 る こ と が で き る
が 、 コ ー ナ ー 継 手 １ ２ の み で は 強 度 が 不 足 す る 場 合 は 、 内 側 の ア ン グ ル 状 継 手 １ ３ と の 併
用 に よ り 、 構 造 体 と し て の 強 度 を よ り 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 基 板 １ ８ は 対 向 し た ア
ル ミ フ レ ー ム １ ０ （ 直 立 し た ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ ） の 端 面 を 閉 鎖 し 、 ま た 水 平 位 置 す る ア
ル ミ フ レ ー ム と 下 面 が 面 一 を な し て い る た め 、 従 来 の プ ラ ス チ ッ ク キ ャ ッ プ の よ う な 部 品
を 用 い る こ と な く 組 立 体 と し て の 見 栄 え を 良 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ は 直 交 し た ３ 本 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ を こ の 発 明 の コ ー ナ ー 継 手 １ １ ２ に よ
り 連 結 す る 場 合 を 示 し て い る 。 図 ６ に 示 す よ う に コ ー ナ ー 継 手 １ １ ２ は 基 板 １ １ ８ と 、 基
板 １ １ ８ か ら 一 体 に 直 交 す る よ う に 延 び る 直 立 板 状 嵌 合 部 120A, 120B（ こ の 発 明 の 第 １ の
嵌 合 部 ） と 、 直 立 板 状 嵌 合 部 120A, 120Bの 貫 通 ね じ 孔 に 螺 合 さ れ た 六 角 孔 付 ボ ル ト 122A, 
122B（ こ の 発 明 の 第 １ の 螺 合 部 材 ） と 、 基 板 １ １ ８ と 並 行 に 基 板 １ １ ８ の 端 面 よ り 一 体 に
延 び る 平 行 板 状 嵌 合 部 124A, 124B（ こ の 発 明 の 第 ２ の 嵌 合 部 ） と 、 平 行 板 状 嵌 合 部 124A, 
124Bの 貫 通 ね じ 孔 に 螺 合 さ れ た 六 角 孔 付 ボ ル ト 126A, 126B（ こ の 発 明 の 第 ２ の 螺 合 部 材 ）
と か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 板 状 嵌 合 部 120A, 120B は 図 ７ に お い て 直
立 し た ア ル ミ フ レ ー ム の 保 持 溝 １ ４ に 挿 入 し 、 ボ ル ト 122A, 122B に よ り 固 定 し 、 板 状 嵌
合 部 124A, 124Bは 直 交 し た 水 平 な ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ の 夫 々 の 保 持 溝 １ ４ に 挿 入 し 、 ボ ル
ト 126A, 126Bに よ り 固 定 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 で は 相 互 に 直 交 し た ３ 本 の ア ル ミ フ レ ー ム １ ０ を 一 個 の コ ー ナ ー
継 手 １ １ ２ に よ り 簡 便 に か つ 少 な い 部 品 点 数 及 び 少 な い 作 業 工 数 で 連 結 で き 、 し か も 、 よ
り 強 固 な 連 結 構 造 体 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ６ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 に お い て も 、 第 １
の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 構 造 体 の 補 強 の た め 、 内 側 溝 に ア ン グ ル 継 手 １ ３ を 配 置 す る こ と が
可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は こ の 発 明 の コ ー ナ ー 継 手 及 び ア ン グ ル 状 継 手 に よ り 接 続 さ れ た 一 対 の ア ル
ミ フ レ ー ム よ り 成 る 構 造 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は ア ル ミ フ レ ー ム の 断 面 形 状 を 示 し て お り 、 図 １ の II－ II線 に 沿 っ て 表 さ れ
る 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は こ の 発 明 の コ ー ナ ー 継 手 、 ア ン グ ル 状 継 手 の 単 品 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ４ は こ の 発 明 の コ ー ナ ー 継 手 及 び ア ン グ ル 状 継 手 に よ り 接 続 さ れ た 一 対 の ア ル
ミ フ レ ー ム を 部 分 的 に 断 面 表 示 し た 側 面 図 （ 図 ５ の VI－ VI線 に 沿 っ て 表 さ れ る 矢 視 断 面 図
） で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は こ の 発 明 の コ ー ナ ー 継 手 及 び ア ン グ ル 状 継 手 に よ り 接 続 さ れ た 一 対 の ア ル
ミ フ レ ー ム を 部 分 的 に 断 面 表 示 し た 平 面 図 （ 図 ４ の V－ V線 に 沿 っ て 表 さ れ る 矢 視 断 面 図 ）
で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の コ ー ナ ー 継 手 の 単 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 図 ６ の コ ー ナ ー 継 手 に よ り 接 続 さ れ た 相 互 に 直 交 し た ３ 本 の ア ル ミ フ レ ー
ム よ り 成 る 構 造 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 図 ６ の コ ー ナ ー 継 手 に よ り 接 続 さ れ た 相 互 に 直 交 し た ３ 本 の ア ル ミ フ レ ー
ム よ り 成 る 構 造 体 の 部 分 的 に 断 面 表 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１ ０ … ア ル ミ フ レ ー ム
12, 112… コ ー ナ ー 継 手
１ ３ … ア ン グ ル 状 継 手
１ ４ … 保 持 溝
14-1… 保 持 溝 入 口 部
14-2… 保 持 溝 中 間 部
20, 24… 板 状 嵌 合 部
22, 26… 六 角 孔 付 ボ ル ト
28, 30… ア ン グ ル 状 継 手 の 腕 部
32, 34… 六 角 孔 付 ボ ル ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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